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年 10 月です）。600 号＝600 冊、何回か合併号がありましたから、実際は「600 冊近く」という
ことでしょうか。よくぞここまで永く続いてきたものだと、社研の運営にかかわったことのあ
る者の１人として、感慨深いものがあります。 























－ 2 － 
































－ 3 － 
社研としてその解明にあたろうとする、社研の共同研究精神の一つの表れではなかったかと
思っています。 






















































































*1 社研の共同研究のテーマについては、福島義和「21 世紀の社会科学研究所の活動は？」の「表 社会科
学研究所の研究活動の流れ」参照（『月報 500 号記念号』05.2.20） 
*2 「社研プロジェクト・中国社会研究」の主旨、３回のシンポジュウムの内容については、社研月報 No.505・
506 合併号（05.7.20）「日中学術シンポジューム・調査特集号」、No.517（06.7.20）｢日中シンポジュー
ム 経済・社会の構造変容と諸課題－日本の現状・中国の現状－｣、『社会科学研究叢書 11 中国社会の
現状Ⅱ』（2009 専修大学出版会）を参照されたい。 
